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問　
下
水
道
法
と
受
益
者
負
担
の
関
係
に

つ
い
て
、基
本
と
な
る
考
え
方
は
。

答　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
直
接
そ
の

利
益
を
受
け
る
区
域
の
人
に
、公
共
下
水
道

の
建
設
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
。

問　
一
部
負
担
と
は
ど
の
く
ら
い
の
割
合
か
。

答　
４
分
の
１
を
考
え
て
い
る
。

問　
そ
の
政
策
効
果
は
。

答　
開
発
等
に
よ
る
汚

水
排
水
量
の
増
大
、
大

雨
等
に
よ
る
汚
水
滞
留
、

周
辺
地
域
の
悪
臭
発
生
、

環
境
等
の
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。

　
公
共
下
水
道
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
汚
水

量
が
把
握
で
き
、
河
川

等
へ
の
排
水
量
を
軽
減

で
き
る
。
汚
水
を
排
除

し
、
公
共
用
水
域
の
水

質
改
善
等
の
快
適
な
住

環
境
が
保
全
さ
れ
る
。

問　
大
井
苗
間
、駒
林
、川
崎
の
順
に
整
備

方
針
が
示
さ
れ
た
。こ
の
根
拠
は
。

答　
土
地
の
利
用
状
況
、災
害
の
対
応
、排

水
の
困
難
性
、下
水
道
の
需
要
度
、地
形
の

特
性
な
ど
を
基
本
に
評
価
点
を
つ
け
て
順
位

を
決
め
た
。

問　
改
定
の
経
緯
と
主
な
理
由
は
。

答　
平
成
17
年
に
旧
上
福
岡
市
と
旧
大
井

町
が
合
併
し
て
以
来
、
荒
川
運
動
公
園
と

荒
川
第
２
運
動
公
園
に
つ
い
て
、

使
用
料
の
改
定
は
行
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、
両
施
設
へ

の
同
等
の
施
設
整
備
の
要
望
や
、

使
用
料
の
統
一
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
施
設
の
整
備
が
完
了
し
た
た

め
、
今
回
の
使
用
料
の
改
定
を

行
う
に
至
っ
た
。

問　
料
金
の
算
定
方
法
は
。

答　

受
益
と
負
担
の
適
正
化

に
向
け
た
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
計
算
し
算
定
し
た
。

問　
施
設
整
備
の
内
容
は
。

答　
主
な
整
備
と
し
て
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
裏
に
待
機
が
で
き
る

日
よ
け
の
施
設
を
整
備
し
た
。

　
そ
れ
に
併
せ
て
、
各
団
体
か

ら
の
意
見
を
確
認
し
、
砂
置
き
場
の
位
置
を

確
定
し
た
。

議審案議
問　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
意
味
は
。

答　
ス
テ
ラ
と
は
ラ
テ
ン
語
や
イ
タ
リ
ア
語

で
星
を
意
味
す
る
。夜
空
に
あ
る
無
数
の
星

の
よ
う
に
、多
く
の
人
々
が
集
い
、賑
わ
い
、

学
び
、
育
み
、一
人
ひ
と
り
が
輝
く
星
の
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
。

問　
多
目
的
棟
の
特
徴
は
。

答　
１
階
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
に
は
、市
内
在

住
の
漫
画
家
の
協
力
を
得
て
、市
の
歴
史
を

漫
画
で
学
べ
る
映
像
な
ど
を
提
供
す
る
。さ

ら
に
、絵
画
や
工
芸
な
ど
を
行
う
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ル

ー
ム
を
新
設
し
、Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
を
備
え
た
調
理
室
、音
楽
ス
タ
ジ
オ
、姿

見
や
バ
レ
エ
バ
ー
を
設
置
し
た
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
な
ど
を
整
備
す
る
。

問　
利
用
時
間
を
午
前
、午
後
、夜
間
の
３

区
分
か
ら
２
時
間
単
位
の
６
区
分
に
変
更
し

た
理
由
は
。

答　
１
日
の
利
用
可
能
時
間
を
１
時

間
増
や
し
、利
用
回
数
を
増
や
す
た

め
で
あ
る
。

問　
新
文
化
施
設
の
運
営
形
態
は
。

答　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
ス
タ
ー

ト
は
直
営
で
行
う
予
定
で
あ
る
。令

和
５
年
度
の
西
地
域
文
化
施
設
ス

タ
ー
ト
時
は
、施
設
管
理
を
指
定
管

理
者
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
事
業
は
直
営
で
行
い
、受
付
等

に
つ
い
て
は
指
定
管
理
で
行
う
か
検

討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
上
福
岡
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
改
修
さ
れ
、東
地
域
の
文

化
施
設
と
し
て
来
年
４
月
か
ら「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
」が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

議審案議

文
化
芸
術
・
生
涯
学
習
の
新
た
な
拠
点
誕
生

市
立
文
化
施
設
条
例

条例制定
全員賛成で
可決

　
荒
川
運
動
公
園
と
荒
川
第
２
運
動
公
園
の
施
設
整
備
の
完
了
に
伴
い
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

幅
広
く
利
用
し
や
す
い
運
動
公
園
へ

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

条例改正
賛成多数で
可決

　
快
適
な
住
環
境
へ
向
け
て
、
市
街
化
調
整
区
域
へ
公
共
下
水
道
整
備
が
始

ま
り
ま
す
。
総
事
業
費
の
４
分
の
１
を
受
益
者
の
負
担
と
し
、
１
㎡
当
た
り

１
２
４
０
円
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

適
正
な
受
益
者
負
担
金
を
設
定

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条例改正
賛成多数で
可決

問　
通
常
は
高
齢
者
は
自
己
負
担
１

５
０
０
円
で
定
期
接
種
だ
が
、
そ
の

分
が
不
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　
県
で
は
12
月
31
日
ま
で
の
接
種

を
無
償
に
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
１
月
31
日
ま
で
だ
が
、理
由
は
。

答　
県
の
予
算
化
前
に
、
先
に
市
が

決
め
た
。

問　
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
で
、
過
去
の
実
績
は
把
握
し
て
い

な
い
は
ず
。
予
算
の
人
数
の
積
算
根

拠
は
。

答　
厚
生
労
働
省
の
示
す
小
児
の
接

種
率
50
～
60
％
を
参
考
に
、
60
％
と

し
た
。

問　
今
期
は
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
足
り
る
の
か
。

答　
県
に
よ
る
と
７
％
の
増
量
を
見
込
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
、
優
先
接
種
対
象
者
は
早

め
に
接
種
す
れ
ば
お
そ
ら
く
足
り
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　
厚
生
労
働
省
は
高
齢
者
の
接
種
を
先

行
し
、
子
ど
も
は
10
月
26
日
ま
で
接
種
を
控

え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
子
ど
も
は

２
回
接
種
が
必
要
で
免
疫
が
で
き
る
の
に
時

間
が
か
か
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
接
種
で
き

る
の
か
。

答　
接
種
時
期
は
あ
く
ま
で
お
願
い
な
の
で
、

子
ど
も
も
接
種
で
き
る
。

　
今
年
度
に
限
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
己
負
担
分
及
び
妊
婦
と
生
後

６
カ
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

か
か
る
費
用
を
助
成
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
公
費
で

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

補正予算
全員賛成で
可決

本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。
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